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市民の皆様の声を市政に
２０人の議員がさまざまな分野にわたり、市に考えを聞きました

（詳細については本庁・支所にある市政情報コーナーや図書館に備えつけの会議録や市議会ホームページをご覧ください。）

1．金子　雄一
①一般会計予算における地方債について②企業誘致
について③今夏に向けてのエネルギー対策について

₂．並木　正年
①救急医療体制の整備②小児救急医療の充実③市が
誘致する総合病院の機能と役割④小・中学校での交
通安全教育⑤フラワー号

₃．岡田　恒雄
①サービスをもっと豊かに、市役所をさらにスリム
にすることについて②通学路について

₄．川﨑　葉子
①学校施設の防災・耐震化（非構造部材の耐震対策）
②市の防災訓練（HUG の研修及び導入）③がん検診受
診率向上（胃がん検診の個別検診導入への進展は）

₅．橋本　稔
①高齢者・障がい者の孤立死について②小規模多機能
型居宅介護事業と24時間訪問サービス③再生可能エ
ネルギーの取り組み④地域建設産業の発展について

₆．頓所　澄江
①通学路の安全確保について②学校施設の非構造部
材の耐震化について③指定介護予防支援事業の委託
について④こうのす男女共同参画プランについて

₇．潮田　幸子
①学校通学路の安全性確保②市民の命を守る社会基盤
の整備③公共施設等の維持・更新計画④被災者支援シ
ステム導入⑤高齢者の為の命をつなぐ安心カード導入

₈．金澤孝太郎
①自治の基本的規範「鴻巣市自治基本条例」制定と地域
行政エリアの見直し②小学校新学習指導要領の現状と
課題③乳幼児から高齢者までの歯科口腔保健の推進

₉．加藤　孝
①市街化編入₄地区の区画道路、下水道②県道さい
たま鴻巣線以南の荒川左岸通線の予定③滝馬室・原
馬室地区の土砂災害の調査と結果

10．野本　恵司
①路上喫煙の防止及びポイ捨て禁止の現状の認識と
対策は②市街地の不法投棄について③創業支援につ
いて④健康づくりメニューの実行計画⑤自殺対策

11．菅野　博子
①㈱エルミ鴻巣₆億3400万円の出資の根拠と映画館３
ホールの採算②家族経営での兼業農家の経営強化③

「孤立」を防ぐ横断的なまちづくり④エアコンの設置

12．坂本　国広
①学童保育室について②再編される保育所建物の地
域での利用について

13．加藤　久子
①資源物のリサイクルと住民の出し方は②町内会や
集団回収をしている団体に出している報奨金は③Ｅ
Ｍ活性液の活用を④フラワー号の見直しを

14．織田　京子
①鴻巣市の財政改革をメガソーラーによる太陽光発
電所で②不活化ワクチン、₉月から市の補助は③上
谷総合公園サッカー場の夜間照明は

15．中野　昭
①北鴻巣箕田地区開発整備事業について②公立保育
所の再編計画について③パークゴルフ場増設後の管
理・運営について

16．中島　清
①本市の小中学校第１学年の学校生活への適応状況
は②中学校で必修となった武道について③通学路の
安全点検は④笠原小学校の児童減少の歯止め対策は

17．長嶋　元種
①北鴻巣駅西口自由通路等への屋根設置②仮認定ＮＰ
Ｏ法人制度の推進③食品の放射能新基準④障害者の法
定雇用率引き上げ⑤全国瞬時警報システムの運用開始

18．羽鳥　健
①合併後の10年とその後の₅年の交付税について②
小中学校の給食についてとプール清掃について③渋
井橋架け替え工事に伴う対応について

19．谷口　達郎
①水害時の対策（避難所の場所は各小学校でよい
か、避難場所までの足の確保は、災害物資の確保は
十分か）

20．阿部　愼也
①フラワー号が空気バスと言われている現状をどう
捉えているか②行田市との連携を模索してみてはど
うか③市民ニーズにこたえているか
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意　見　書
「衆議院議員選挙の選挙区の改正を」～市議会から国に意見書を提出しました～

　国会は、国権の最高機関であり、国の唯一の立法機関である。国民の意思が正確に国会に反映される選挙制度にしてい
くことが、現在求められている。地域住民の重要な意思決定の場である選挙区選挙において、選挙区と自治体を同一にし
ていくことは不可欠である。
　現在、鴻巣市において衆議院議員選挙の選挙区は、鴻巣・吹上地域が埼玉県₆区、川里地域は埼玉県12区と選挙区が異なっ
ている。
　合併後₇年目の鴻巣市は、鴻巣・吹上・川里地域の選挙区が異なる状態をすみやかに解消し、同一の選挙区で選挙が行
われる必要がある。
　地域住民の意思決定が公正に反映されるよう、衆議院議員選挙の選挙区の改正を求め、地方自治法第99条にもとづき意
見書を提出する。

現在保管されている永年保存文書

補正予算

補正予算

補正予算




